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1 はじめに
Android OS はスマートフォンやタブレット向

け OS として高いシェアを誇り，同プラットフォ
ーム向けに製作されるアプリケーションも増加
傾向にある．これに伴いアプリケーションの動
作観察は重要な事項の一つとなっているが，実
際にアプリケーションを動作させる動的動作解
析には時間がかかることが問題となっている．
これを解決するために，我々は既存研究[1]にて
アプリケーションシステムが認識する時間の速
度を加速することにより動作観察に要する時間
を短縮可能であることを示した．本稿では，ク
ライアントサーバ型かつ実際に配布されている
アプリケーションを用いて本環境の評価を行う．
2 システム内時間の加速
動的解析によるアプリケーションの動作観察

時間の短縮を実現する手法として，過去に我々
は端末内時間を加速する手法[1]を提案した．
Android OS や Linux OS では Linux カーネルを
採用しており，この Linux カーネルの時刻管理
実装を書き換えることにより，システム内のプ
ロセスが認識する時間の流れの速度を高めるこ
とができる．

Linux カーネルにおける時刻の更新は，カー
ネ ル フ ァ イ ル の time/timekeeping.c 内 の
timekeeping_get_ns 関数にて行われており，
同関数内では cycle_t 型の変数 cycle_now およ

び cycle_delta が宣言されている．cycle_now

には取得したクロックソースが格納され，クロ
ックソースの増分の計算結果が cycle_delta に
格納されている．クロックソースの増分はシス
テム内時間に影響するため，本手法においては，
このクロックソースの増分を制御することによ
り，端末内時間の加速を実現している．
我々は当該文献にて，端末内時計を加速する

本手法を Android 端末および Linux サーバ端末
に適用し評価を行った．その結果，評価用のス
タンドアローン型アプリケーションおよびサー
バクライアント型アプリケーションにおいて，
前述の手法により，端末内時間加速環境におい
ても通常状態とほぼ同様の結果を得ることがで
きることを示した．ただし，当該研究において
は，実際のユーザが入手可能なアプリケーショ
ンとしては簡易なメールアプリケーションのみ
の評価にとどまっており，動作もメールを人工
的に送信する形式となっている．よって，より
多様かつ現実的なアプリケーションを用いた評
価が必要であると考えられる．
3 評価
前章の課題を受けて，本稿では評価対象を一

般に公開され一般に入手可能なゲームアプリケ
ーションとし，ゲームサーバ環境をユーザが構
築可能なものを選定し評価を行う．
観察対象は既存研究[2]にて重要性が示された

Alarm セット，WakeLock 実行に加えて通信を計
測するため UDP パケットを観察した．計測はク
ライアントをサーバに接続した上でゲームプレ
イ画面にし，無操作状態にて端末内時間で 15 分
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間行った．また，端末内時間加速状態における
加速倍率は 2 倍とし，通常状態（1 倍速）と観察
結果を比較した．
3.1 測定環境
測定環境を表 1および表 2 に示す．

表 1 測定環境（Android）
Device Name Nexus7 (2013)

OS
Android 5.1.1 (aosp)

with modified linux kernel 3.4.0

表 2 測定環境（Linux）
Device Name ASUS X200MA-B

OS
CentOS 7.2.1511

with modified linux kernel 3.19.0
3.2 評価結果
評価結果を図 1 および図 2 に示す．図 1 では

Alarm セット，WakeLock 実行，UDP パケット
の数を通常状態と加速状態で比較している．図
より Alarm セット，WakeLock 実行回数が UDP
パケット数よりも大幅に少ないことが分かるが，
これは評価対象アプリケーションが Alarm およ
び WakeLock を使用しなかったためである．一
方で UDP 通信は非常に頻繁に行っていることが
確認できる．この UDP 通信間隔をヒストグラム
で表し，通常状態と加速状態で比較したものが
図 2 である．図 1 および図 2 より，UDP 通信に
おいて通常状態と加速状態を比較してみるとわ
ずかながら誤差は見受けられるものの，ほぼ同
様の通信回数や通信間隔を観察できており，本
手法は有効に動作していることが分かる．

図 1 Alarm，WakeLock，UDP数の比較

図 2 UDP通信間隔の比較
4 おわりに
本稿では，Android OS向けアプリケーション

の動作観察が重要である反面，アプリケーショ
ン動作観察に長い時間を要する問題があること
を紹介した．この問題に対して Android OS と
Linux OS の双方の端末内時間を加速することに
よりアプリケーション観察時間を短縮出来る手
法があり，本稿ではこの手法を一般に入手可能
なゲームアプリケーションに適用して評価を行
ったところ，UDP パケットの観察において加速
環境においても通常環境と同様の結果を得るこ
とができ，本手法が有効に機能することが確認
された．
今後はより多くのアプリケーションを用いて

の評価や本手法の適用可能範囲の調査などを行
っていく予定である．
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